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(13)八幡台地区 

① 地区特性 

○ 地区の大部分は市街化区域であり、高台に住宅地が広く整備されています。低地部分は市街化調整

区域であり、住宅等が点在し、農地が広がっています。 

○ 高台の住宅地では人口密度が高く、商業・業務・病院の都市機能が立地しています。 

 

② 災害リスク分析 

ア．推定被害規模と対応避難所等 

 
津波 

浸水 

高潮 

浸水 

河川 

浸水 

ため池 

浸水 

土砂 

災害 

大規模 

盛土 

造成地 

想定災害 ― ― ● ― ● ● 

推定被災人口 ― ― 367 人 ― 883 人 8,199 人 

推定被災世帯※ ― ― 174 世帯 ― 418 世帯 3,886 世帯 

対応避難所等 4 カ所 4 カ所 4 カ所 ― 4 カ所 2 カ所 

※推定被災人口から、１世帯あたり人員（2.11 人／世帯：令和４年４月時点）を除算して算出 

※地震・内水氾濫・火災・台風は、どの場所でも被害が想定できるため、上表では割愛している 

 

イ．災害リスク 

災害想定 災害リスク 

台風 ⚫ 強風により瓦の破損・剥離や工作物の倒壊の恐れがある。 

地震 ⚫ 旧耐震基準の建物や老朽化が進む建物では、倒壊リスクが高まる。 

河川浸水 ⚫ 烏田川の沿岸で浸水の恐れがある。 

内水氾濫 ⚫ 浸水の危険性がある場所が指摘されている。 

土砂災害 
⚫ 大雨や地震時に、土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域内の建物や住民が被災

する恐れがある。 

大規模盛土 

造成地 

⚫ 調査により危険度が高いと判断された大規模盛土造成地では、地震時に滑動崩落の

可能性がある。 
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③ 防災・減災対策の課題 

災害想定の状況、意見交換会結果、アンケート結果、災害リスク分析を踏まえ、課題を抽出します。 

 

災害想定 課題 

台風 

事前対策の普及 

⚫ 事前に台風対策が施された建物・工作物の普及 

⚫ 各自の身の回りの事前の備えの周知 

地震 

建物の耐震性の確保 

⚫ 耐震性が確保された建物の普及 

建物内の安全確保 

⚫ 建物内の安全を事前に確保 

河川浸水 

浸水深の軽減 

⚫ 浸水深を低減させるハード対策の実施 

床上浸水の防止・軽減 

⚫ 水災害対策が施された建物の普及 

⚫ 建物用地の浸水対策 

避難できる場所の確保 

⚫ 命を守ることを最優先とした避難意識の醸成 

⚫ 水災害から安全に避難できる場所と経路の確保 

災害時要配慮者の安全な避難 

⚫ 高齢者や障がいのある方、子どもなどの災害時要配慮者の避難方法の確立 

内水氾濫 

・ 

冠水 

浸水深の軽減 

⚫ 貯留・排水設備や雨水浸透施設の充実 

土砂災害 

新築抑制と安全な場所への移転 

⚫ 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域への新築の抑制 

⚫ 既存建物の安全な場所への移転促進 

治山 

⚫ 治山事業による安全性確保 

大規模盛土 

造成地 

危険度調査による安全性確認と対策 

⚫ 第二次スクリーニング調査による安全性確認 

⚫ 危険度の高い土地の安全対策 

その他 

情報取得手段の確保 

⚫ 災害時の情報取得手段の確保 

停電対策の多重化・代替性の確保 

⚫ 災害時の停電に対応できる発電・蓄電設備の充実 

防災・減災教育 

⚫ 防災・減災に対する正しい備えや対応方法の周知 
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[災害リスク分析図] 
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[第１回意見交換会結果：地区住民が思う不安なこと] 
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[居住地区における災害に関する危機意識について：アンケート（地区別集計）] 
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凡例

イ.津波が起こるかもしれない [n=106]

ロ.河川や高潮による洪水が起こるかもしれない [n=106]

ハ.床上浸水するかもしれない [n=106]

ニ.土砂災害が起こるかもしれない [n=106]

ホ.建物が壊れるかもしれない [n=106]

ヘ.火災が起こるかもしれない [n=106]

ト.液状化現象が起こるかもしれない [n=106]

チ.電気・ガス・水道・通信が使えなくなるかもしれない [n=106]

リ.自分は避難できるだろうか [n=106]

ヌ.家族は避難できるだろうか [n=106]

ル.家族や知人に連絡がとれるだろうか [n=106]

ヲ.救助体制は十分だろうか [n=106]

ワ.食料が足りなくなるかもしれない [n=106]

カ.避難場所・避難所で生活できるだろうか [n=106]

ヨ.一人暮らしの高齢者は大丈夫だろうか [n=106]

タ.障がいのある方は大丈夫だろうか [n=106]

レ.道路が使えなくなるかもしれない [n=106]

ソ.集落や地区が孤立するかもしれない [n=106]

ツ.家具などが転倒して、けがをするかもしれない [n=106]
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[課題図] 
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[参考：建物密度分布図] 
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(14)中郷地区 

① 地区特性 

○ 地区全体が市街化調整区域であり、小櫃川に面した低地に、集落と農地が広く分布しています。 

 

② 災害リスク分析 

ア．推定被害規模と対応避難所等 

 
津波 

浸水 

高潮 

浸水 

河川 

浸水 

ため池 

浸水 

土砂 

災害 

大規模 

盛土 

造成地 

想定災害 ● ● ● ― ― ― 

推定被災人口 想定区域内に 

住宅なし 

383 人 3,040 人 ― ― ― 

推定被災世帯※ 182 世帯 1,441 世帯 ― ― ― 

対応避難所等 3 カ所 3 カ所 ― ― 3 カ所 ― 

※推定被災人口から、１世帯あたり人員（2.11 人／世帯：令和４年４月時点）を除算して算出 

※地震・内水氾濫・火災・台風は、どの場所でも被害が想定できるため、上表では割愛している 

 

イ．災害リスク 

災害想定 災害リスク 

台風 ⚫ 強風により瓦の破損・剥離や工作物の倒壊の恐れがある。 

地震 
⚫ 旧耐震基準の建物や老朽化が進む建物、液状化危険度が高い場所では、建物倒壊リス

クが高まる。 

高潮浸水 ⚫ 一部、浸水する恐れがある。 
⚫ 水害に対応できる指定避難場所・指定緊急

避難所の数が少なく、高台までも遠いた

め、避難できない可能性がある。 

⚫ ３階建て以上の建物がなく、垂直避難が困

難である。 河川浸水 

⚫ 小櫃川が氾濫した場合、広範囲に被害

の恐れがある。 

⚫ 小櫃川沿岸で河岸浸食の危険性のある

箇所は、家屋の流出・倒壊の恐れがあ

る。 

内水氾濫 
⚫ 浸水の危険性がある場所が指摘されて

いる。 

その他 ⚫ 道路が狭い場所では、災害時の道路閉塞、緊急車両が通れない等の恐れがある。 
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③ 防災・減災対策の課題 

災害想定の状況、意見交換会結果、アンケート結果、災害リスク分析を踏まえ、課題を抽出します。 

 

災害想定 課題 

台風 

事前対策の普及 

⚫ 事前に台風対策が施された建物・工作物の普及 

⚫ 各自の身の回りの事前の備えの周知 

地震 

建物の耐震性の確保 

⚫ 耐震性が確保された建物の普及 

建物内の安全確保 

⚫ 建物内の安全を事前に確保 

敷地の液状化対策 

⚫ 液状化対策の推進 

高潮浸水 

浸水深の軽減 

⚫ 浸水深を低減させるハード対策の実施 

床上浸水の防止・軽減 

⚫ 水災害対策が施された建物の普及 

⚫ 建物用地の浸水対策 

停電対策 

⚫ 水災害に強い電線の地中化の推進 

避難できる場所の確保 

⚫ 命を守ることを最優先とした避難意識の醸成 

⚫ 水災害から安全に避難できる場所と経路の確保 

災害時要配慮者の安全な避難 

⚫ 高齢者や障がいのある方、子どもなどの災害時要配慮者の避難方法の確立 

河川浸水 

内水氾濫 

・ 

冠水 

浸水深の軽減 

⚫ 貯留・排水設備や雨水浸透施設の充実 

その他 

情報取得手段の確保 

⚫ 災害時の情報取得手段の確保 

停電対策の多重化・代替性の確保 

⚫ 災害時の停電に対応できる発電・蓄電設備の充実 

防災・減災教育 

⚫ 防災・減災に対する正しい備えや対応方法の周知 
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[災害リスク分析図] 
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[第１回意見交換会結果：地区住民が思う不安なこと] 
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[居住地区における災害に関する危機意識について：アンケート（地区別集計）] 
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凡例

イ.津波が起こるかもしれない [n=30]

ロ.河川や高潮による洪水が起こるかもしれない [n=30]

ハ.床上浸水するかもしれない [n=30]

ニ.土砂災害が起こるかもしれない [n=30]

ホ.建物が壊れるかもしれない [n=30]

ヘ.火災が起こるかもしれない [n=30]

ト.液状化現象が起こるかもしれない [n=30]

チ.電気・ガス・水道・通信が使えなくなるかもしれない [n=30]

リ.自分は避難できるだろうか [n=30]

ヌ.家族は避難できるだろうか [n=30]

ル.家族や知人に連絡がとれるだろうか [n=30]

ヲ.救助体制は十分だろうか [n=30]

ワ.食料が足りなくなるかもしれない [n=30]

カ.避難場所・避難所で生活できるだろうか [n=30]

ヨ.一人暮らしの高齢者は大丈夫だろうか [n=30]

タ.障がいのある方は大丈夫だろうか [n=30]

レ.道路が使えなくなるかもしれない [n=30]

ソ.集落や地区が孤立するかもしれない [n=30]

ツ.家具などが転倒して、けがをするかもしれない [n=30]



中郷地区 

126 

[課題図] 
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[参考：建物密度分布図] 
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(15)鎌足地区 

① 地区特性 

○ 地区全域が市街化調整区域であり、矢那川沿いに農地が広がり、住宅が点在しています。県道 23 号

沿線には、住宅等が立地しています。 

○ 狭隘道路を有する住宅地があります。 

 

② 災害リスク分析 

ア．推定被害規模と対応避難所等 

 
津波 

浸水 

高潮 

浸水 

河川 

浸水 

ため池 

浸水 

土砂 

災害 

大規模 

盛土 

造成地 

想定災害 ― ― ● ― ● ● 

推定被災人口 ― ― 649 人 ― 238 人 781 人 

推定被災世帯※ ― ― 307 世帯 ― 113 世帯 370 世帯 

対応避難所等 2 カ所 2 カ所 1 カ所 ― 2 カ所 ― 

※推定被災人口から、１世帯あたり人員（2.11 人／世帯：令和４年４月時点）を除算して算出 

※地震・内水氾濫・火災・台風は、どの場所でも被害が想定できるため、上表では割愛している 

 

イ．災害リスク 

災害想定 災害リスク 

台風 ⚫ 強風により瓦の破損・剥離や工作物の倒壊の恐れがある。 

地震 ⚫ 旧耐震基準の建物や老朽化が進む建物では、倒壊リスクが高まる。 

河川浸水 

⚫ 矢那川沿岸において、農地が多いが、一部の住宅に被害の恐れがある。 

⚫ 水害に対応できる指定避難場所・指定緊急避難所の数が少ない。 

⚫ ２階建て以下の建物が多くなって おり、垂直避難が困難である。 

内水氾濫 ⚫ 浸水の危険性がある場所が指摘されている。 

土砂災害 
⚫ 大雨や地震時に、土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域内の建物や住民が被災

する恐れがある。 

大規模盛土 

造成地 

⚫ 調査により危険度が高いと判断された大規模盛土造成地では、地震時に滑動崩落の

可能性がある。 

その他 ⚫ 道路が狭い場所では、災害時の道路閉塞、緊急車両が通れない等の恐れがある。 
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③ 防災・減災対策の課題 

災害想定の状況、意見交換会結果、アンケート結果、災害リスク分析を踏まえ、課題を抽出します。 

 

災害想定 課題 

台風 

事前対策の普及 

⚫ 事前に台風対策が施された建物・工作物の普及 

⚫ 各自の身の回りの事前の備えの周知 

地震 

建物の耐震性の確保 

⚫ 耐震性が確保された建物の普及 

建物内の安全確保 

⚫ 建物内の安全を事前に確保 

敷地の液状化対策 

⚫ 液状化対策の推進 

河川浸水 

浸水深の軽減 

⚫ 浸水深を低減させるハード対策の実施 

床上浸水の防止・軽減 

⚫ 水災害対策が施された建物の普及 

⚫ 建物用地の浸水対策 

停電対策 

⚫ 水災害に強い電線の地中化の推進 

避難できる場所の確保 

⚫ 命を守ることを最優先とした避難意識の醸成 

⚫ 水災害から安全に避難できる場所と経路の確保 

災害時要配慮者の安全な避難 

⚫ 高齢者や障がいのある方、子どもなどの災害時要配慮者の避難方法の確立 

内水氾濫 

・ 

冠水 

浸水深の軽減 

⚫ 貯留・排水設備や雨水浸透施設の充実 

土砂災害 

新築抑制と安全な場所への移転 

⚫ 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域への新築の抑制 

⚫ 既存建物の安全な場所への移転促進 

治山 

⚫ 治山事業による安全性確保 

大規模盛土 

造成地 

危険度調査による安全性確認と対策 

⚫ 第二次スクリーニング調査による安全性確認 

⚫ 危険度の高い土地の安全対策 

その他 

情報取得手段の確保 

⚫ 災害時の情報取得手段の確保 

停電対策の多重化・代替性の確保 

⚫ 災害時の停電に対応できる発電・蓄電設備の充実 

防災・減災教育 

⚫ 防災・減災に対する正しい備えや対応方法の周知 
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[災害リスク分析図] 
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 [第１回意見交換会結果：地区住民が思う不安なこと] 
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[居住地区における災害に関する危機意識について：アンケート（地区別集計）] 
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凡例

イ.津波が起こるかもしれない [n=24]

ロ.河川や高潮による洪水が起こるかもしれない [n=24]

ハ.床上浸水するかもしれない [n=24]

ニ.土砂災害が起こるかもしれない [n=24]

ホ.建物が壊れるかもしれない [n=24]

ヘ.火災が起こるかもしれない [n=24]

ト.液状化現象が起こるかもしれない [n=24]

チ.電気・ガス・水道・通信が使えなくなるかもしれない [n=24]

リ.自分は避難できるだろうか [n=24]

ヌ.家族は避難できるだろうか [n=24]

ル.家族や知人に連絡がとれるだろうか [n=24]

ヲ.救助体制は十分だろうか [n=24]

ワ.食料が足りなくなるかもしれない [n=24]

カ.避難場所・避難所で生活できるだろうか [n=24]

ヨ.一人暮らしの高齢者は大丈夫だろうか [n=24]

タ.障がいのある方は大丈夫だろうか [n=24]

レ.道路が使えなくなるかもしれない [n=24]

ソ.集落や地区が孤立するかもしれない [n=24]

ツ.家具などが転倒して、けがをするかもしれない [n=24]
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[課題図] 
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[参考：建物密度分布図] 

 

 



  

 135 

6. 市全域に共通する課題 

“5. 地域別災害リスク分析と課題抽出”にて整理した地区別の課題から、市全域に共通して被災する災

害に対する課題を整理します。 

 

災害想定 課題 

台風 

事前対策の普及 

⚫ 事前に台風対策が施された建物・工作物の普及 

⚫ 各自の身の回りの事前の備えの周知 

地震 

建物の耐震性の確保 

⚫ 耐震性が確保された建物の普及 

建物内の安全確保 

⚫ 建物内の安全を事前に確保 

その他 

情報取得手段の確保 

⚫ 災害時の情報取得手段の確保 

停電対策の多重化・代替性の確保 

⚫ 災害時の停電に対応できる発電・蓄電設備の充実 

防災・減災教育 

⚫ 防災・減災に対する正しい備えや対応方法の周知 

 

 

  


